
開始時刻

8:50 開会式

9:00

基調講演（１）
司会：前田義男（本田技研）
「内燃機関技術開発の現状と
産学連携の重要性」
大津啓司
（AICE理事長・本田技研）

10:00 休憩

SI機関(1)
佐藤　唯史(ケーヒン)

CI機関(1)
北村　高明（自動車研究所）

潤滑(1)
山下　健一（いすゞ中研）

10:15 1

ダウンサイジングコンセプトの
限界を向上させるための超高
過給ガソリンエンジンの研究
第一報　ＬＳＰＩの現象把握・解
析・回避と高ＢＭＥＰの達成

森川 弘二
(千葉大)

16
ディーゼル火炎のイメージングと
スス酸化過程の定量解析

神本 武征
(東京工大)

31
薄膜センサを用いたピストンピ
ンボス部の油膜圧力分布測定
に関する研究

猿渡 充
(東京都市大)

10:40 2

ダウンサイジングコンセプトの
限界を向上させるための超高
過給ガソリンエンジンの研究
：　第二報　数値解析によるＬ
ＳＰＩメカニズムの定量的検討
とＣａＯ説の提起

森吉 泰生
(千葉大)

17
透過型電子顕微鏡による壁面付
着ディーゼルすす粒子のモー
フォロジー解析

高橋 純也
(明治大)

33
エンジン軸受摩擦の簡易推定
法

小笹 俊博
 (大阪電気

通信大)

11:05 3

ダウンサイジングコンセプトの
限界を向上させるための超高
過給ガソリンエンジンの研究
：　第三報　可視化実験による
ＬＳＰIメカニズムの解明

鈴木俊靖
 (千葉大)

18
高分解能透過型電子顕微鏡
(HRTEM) を用いたディーゼル火
炎内すす粒子の微細構造解析

岡部 慶
(明治大)

32 取り下げ

11:30 休憩 休憩

SI機関(2)
窪山 達也 (千葉大学)

CI機関(2)
内田　登（新エィシーイー）

潤滑(2)・新型機関
小笹 俊博(大阪電気通信大)

12:30 4
過給直噴ガソリンエンジンに
おける低速プレイグニッション
のメカニズムに関する研究

越後 亮
(早稲田大)

19
高速度シャッターを用いたディー
ゼル噴霧火炎内すす粒子の時
間分解サンプリング

服部 佑紀
(明治大)

34
表面塑性加工によるエンジン
部品の摩擦損失低減

宇佐美 初彦
(名城大)

12:55 5

混合気温度が火炎伝播・エン
ドガス部の化学反応および
ノックに及ぼす影響（第3報） ‐
実験と詳細反応機構を用いた
数値シミュレーションの比較‐

井石 拓哉
(九州大)

20
ディーゼル噴霧燃焼における詳
細反応を考慮した微粒子生成過
程のLES解析

周 ベイニ
(早稲田大)

35
内燃機関の要素部品や潤滑油
のトライボ設計指針に関する
研究

副島 光洋
(九州産業大）

13:20 6

SIエンジンにおけるノッキング
発生要因のLivengood-Wu積
分および素反応数値計算を
用いた解析

根来 恵人
(慶應義塾大)

21

詳細化学反応に並列化陽解法
を適用した三次元数値流体解析
による高速化とディーゼル微粒
子の生成過程に関する研究

喜久里 陽
(早稲田大)

36
多重衝突パルス噴流圧縮エン
ジンの基礎研究

生駒 大貴
(早稲田大)

13:45 7
過給ガソリンエンジンにおけ
る低速プレイグのLivengood-
Wu積分値を用いた考察

中村 望
(三菱自動車)

22
小型DIディーゼル機関における
燃料噴射時期がすす粒子のナノ
構造に及ぼす影響

板橋 稍
(北見工大)

37
温度上昇抑制が20cc 水素
ロータリーエンジンの運転安定
性に及ぼす影響

横山 昇吾
(東海大)

14:10 休憩 休憩

ノック(1)
佐藤　進（東京工大）

噴霧(1)
座間　淑夫（群馬大）

ガス機関
山田　裕之（交通環境研究所）

14:20 8
化学反応計算によるノッキン
グ発生予測精度向上の研究

北田 泰造
(三菱自動車)

23
PLIF法による噴霧内温度分布計
測

柏崎 貴司
(筑波大)

38
ガス機関発電システムを用い
た実バイオガスの運転特性

秋元 亮哉
(群馬大)

14:45 9
エンジンオイル成分が火花点
火機関のノッキングに及ぼす
影響

松村 光浩
(千葉大)

24
レーザーブレイクダウンによる気
泡および衝撃波生成を用いた噴
霧形成を伴う液体噴射機構

夏目 和人
(東京大)

39
二段過給システムを用いた高
効率ガスエンジンの開発

古川 雄太
(三菱重工業)

15:10 10
SI機関におけるエンジンオイ
ル用添加剤がノッキングに及
ぼす影響の解析－第1報

早川 昇邦
(日本大)

25
PIVによる高密度噴流の空気導
入過程の計測

鶴　大輔
(九州大)

40
ピストン外周部に燃焼室を持
つ天然ガス火花点火機関の熱
発生率と排気組成への影響

高島 良胤
(大阪ガス)

15:35 11
SI機関におけるエンジンオイ
ル用添加剤がノッキングに及
ぼす影響の解析－第2報

三浦 健太
(日本大)

26
簡易計算モデルによる高密度場
での噴霧に関する一考察

工藤 有吾
(日野自動車)

16:00 休憩

ノック(2)・振動騒音
岡崎　正夫（クボタ）

熱伝達
武本　徹（ヤンマー）

2燃料機関
柴田　元（北海道大）

16:10 12
燃料特性が過給エンジンの
ノッキング特性に及ぼす影響
についての研究

葛西 理晴
(日産自動車)

27
疑似冷間始動時燃焼室壁近傍
の燃料含有流れの温度分布計
測

野末 浩隆
(金沢大)

41
バイオガスDDFエンジンの燃焼
および性能に及ぼす燃料中
CO2の影響

谷野 敏樹
(京都大)

16:35 13
着火遅れの異なる燃料がノッ
キング特性に与える影響

加藤 義隆
(大分大)

28
火炎観察を用いた大型ディーゼ
ルエンジンにおけるピストン壁面
熱損失解析

長田 英朗
(新エィシー

イー)
42

急速圧縮膨張装置を用いた軽
油着火天然ガス機関の燃焼特
性と高効率化に関する研究

宮井 契史
(早稲田大)

17:00 14
ピストンスラップによる冷却水
内圧力変動に関する研究

佐伯 篤志
(九州大)

29
冷却水制御による火花点火式ガ
ソリン機関の過渡性能改善

宇賀神　尚也
(千葉大)

43
パイロット噴霧を用いたメタン
－空気予混合気の着火および
燃焼に関する基礎研究

今井 康雄
(海上技術安
全研究所)

17:25 15
エンジンブロワにおける各種
騒音成分の発生特性と音源
探査に関する研究

北原 幹大
(山口大)

30
高応答遮熱壁面が速度境界層
に及ぼす影響

田中 達也
(マツダ)

44

 直噴火花点火機関用ホールノ
ズルから噴射したエタノール－
ガソリン混合燃料噴霧の点火
燃焼特性

陳 潤
(広島大)

第１日・１１／２６　(水)

A室 B室 C室

日程表



開始時刻

9:00

フォーラム
司会：秋濱一弘（日本大）
『エンジン研究，今，起死
回生に向けて，日本の産
学官は何に取り組むべき
か？』

11:30

CI機関(3)
河原　伸幸（岡山大）

SI機関(3)
前田　義男(本田技研）

代替燃料(1)
岡本　毅（新エィシーイー）

12:30 45
圧縮着火における冷炎発
生の圧力依存と冷炎が着
火に及ぼす影響

林 佑樹
(富山大)

57
ガソリン直噴エンジンにおけ
るすす粒子のモーフォロ
ジー解析

福田 雄成
(明治大)

69

菜種油を適用する直噴
ディーゼル機関の排気改
善における空気流動の効
果

野崎 淳平
(徳島大)

12:55 46

炭化水素の分子構造に基
づいたディーゼル燃料の
着火性指標 （分子構造パ
ラメータの検討と最適化）

西本 英幸
(北海道大)

58
壁面付着燃料の燃焼から
生じるすすの計測と数値解
析

橋本 淳
(大分大)

70

ジャトロファ油／灯油混合
燃料のコモンレール式
ディーゼル機関における
適応性

朝香 勝義
(金沢工大)

13:20 47
水素添加ディーゼルエン
ジンにおける着火時期変
動の制御に関する研究

坂根 涼太
(山口大)

59
GC×GC-TOFMSを用いた
SI燃焼から排出される燃焼
生成物の検討

中野 道王
(日本工大)

71

エタノール・ジエチルエー
テル混合燃料の噴霧自着
火現象に対する周囲ガス
圧力・温度依存性

内田 浩二
(崇城大)

13:45 休憩

CI機関(4)
川那辺　洋（京都大）

SI機関(4)
飯田　実(ヤマハ発動機）

代替燃料(2)
水嶋　教文
（交通安全環境研究所）

13:55 48
ディーゼル噴霧火炎にお
ける壁面衝突及び噴霧相
互干渉の影響

李 魁春
(広島大)

60
乱れのスケールが高EGR条
件下における乱流燃焼特性
に及ぼす影響の検討

永野 幸秀
(九州大)

72
DME噴霧燃焼の高速度観
察と数値解析

若林 大輝
(茨城大)

14:20 49
多噴孔ノズルからの高圧
噴射ディーゼル噴霧への
エアエントレイン計測

山下 勇人
(部品総研）

61
希薄およびN2希釈下にお
けるレーザー着火式内燃機
関の運転特性

黒木 巧
(明星大)

73
2-メチルフランの自着火特
性及びガソリン燃焼に及
ぼす影響

佐藤 康太
(茨城大)

14:45 50
多噴孔ノズルからの高圧
噴射ディーゼル噴霧火炎
のset-off長の支配要因

冬頭 孝之
(豊田中研)

62
パルスジェットを用いた希薄
混合気の点火に関する研
究

奥村 叡
(九州大)

74
界面活性剤を不要とした
水混合燃料の開発

高山 敦好
(東京理科大)

15:10 休憩

噴霧(2)
島崎　勇一(イータス）

排気後処理(1)
岡山紳一郎（日産自動車）

燃焼(1)
田中　光太郎(茨城大)

15:20 51

直噴ガソリン機関用多噴
孔ノズル噴霧の詳細考察：
噴孔長及び噴孔数が初期
噴霧形成に及ぼす影響

文 石洙
(産総研)

63
電子制御スロットルボディに
付着するデポジットに対す
るEGRの影響

初沢 英文
(茨城大/日立
オートモティブ
システムズ)

75 取り下げ

15:45 52

燃料蒸発性が早期パイ
ロットおよびポスト噴射雰
囲気条件におけるディー
ゼル噴霧に及ぼす影響

沼田 睦
(北海道大)

64
NO，CO濃度が自動車用三
元触媒の反応経路に与える
影響

松本 有平
(マツダ)

76
EGRが過給HCCI機関の自
着火及び燃焼に及ぼす影
響

阿部 泰英
(日本大)

16:10 53
拡大VCOディーゼルノズ
ルの針弁の偏心が及ぼす
噴射特性の影響

高橋 直人
(鳥取大)

65
ディーゼル機関排出ガス加
熱用小型二段燃焼バーナ
の開発

齋藤 郁
(日本大)

77
高負荷条件での HCCI 燃
焼特性に及ぼす過給の効
果

松石 宗大
(日本大)

16:35 休憩

噴霧(3)
相澤　哲哉（明治大学）

排気後処理(2)
鈴木央一(交通研）

数値計算
金子　誠(富士重工業）

16:45 54
DISIマルチホールインジェ
クタにおける非定常噴霧
の数値解析

大島 遼祐
(岡山大)

66
HC-SCRシステムのNOx浄
化効率改善に関する研究

佐藤 進
(東京工大)

78
物理現象に基づく0次元熱
効率計算モデルの提案

岡本 毅
(新エィシーイー)

17:10 55
燃料噴射の時間的分割が
ディーゼル噴霧と火炎の
特性に及ぼす影響

友田 平三
(広島大)

67
HC-SCR触媒評価システム
の開発とNOx浄化性能

高原 正輝
(北海道大)

79
点火プラグでの放電とそ
れに伴う電磁場のシミュ
レーション

礒島 知也
(ウェーブ
フロント)

17:35 56
多噴孔ディーゼル噴霧の
燃焼形態がNOx生成速度
に及ぼす影響の解明

吉井 文哉
(徳島大)

68
水蒸気を含む高温雰囲気
内における尿素の熱分解

林 裕之
(群馬大)

80
自着火過程を記述する化
学反応テーブルモデルの
構築

川那辺 洋
(京都大)

18:20 懇親会

産総研つくば中央
厚生別館Ｂ食堂

第２日・１１／２７　(木)

A室 B室 C室

休憩



開始時刻

9:00

基調講演（2）
司会：内田登（新エィシーイー）
「Innovation を求める」
鈴木孝
（元日野自動車副社長）

10:00 休憩

CI機関(5)
辻村　拓（産総研）

燃焼(2)・燃焼制御
中谷　辰爾（東京大）

HCCI(1)
稲垣　和久(豊田中研）

10:15 81

燃焼ガスジェットを用いた燃焼
場急速混合によるディーゼル
NOｘ低減効果に関する数値解
析

田熊 優一
 (北海道大)

88

二成分混合燃料を用いた
ディーゼル噴霧火炎の人為
的制御（雰囲気温度および
雰囲気酸素濃度による影
響）

宮田 哲次
(同志社大)

95
低オクタン価燃料がブロー
ダウン過給HCCIエンジン
性能に及ぼす影響

窪山 達也
(千葉大)

10:40 82
パイロット噴射を用いた低セタ
ン価燃料燃焼特性の実験的
解析

高木 正英
(海上技術

安全研究所)
89

電界アシスト火花放電に関
する研究

壽 和輝
(ヤンマー)

96
炭化水素の構造がHCCI
燃焼の着火性に与える影
響

吉田 蒼明
(北海道大)

11:05 83
燃料のセタン価が重量車用
ディーゼル機関の燃焼・排出
ガス特性に及ぼす影響

堀越 政寛
(早稲田大)

90
放電特性が高希釈・ガス流
動場における初期火炎核
成長に及ぼす影響（第2報）

野中 史彦
(千葉大)

97

高蒸発性燃料と運転条件
の最適化による予混合化
ディーゼル燃焼の熱効率
改善

尾部 龍典
(北海道大)

11:30 98
予混合化ディーゼル燃焼
における燃焼騒音低減と
高熱効率の両立

石井 宏樹
(北海道大)

1155 休憩

CI機関(6)
島崎　直基（いすゞ中研）

SI機関(5)・計測
野口　究（スズキ）

HCCI(2)
山本　寿英(マツダ)

13:00 84
ディーゼル燃焼の簡易ダイナ
ミクスモデル：第2報：多段噴射
（2段噴射）モードへの拡張

清水 文也
(東京大)

91
2ストローク火花点火機関に
おける過渡運転特性評価

牛久保 亮
(群馬大)

99
高圧下におけるアンモニ
ア／水素／空気予混合火
炎の燃焼特性

市川 昌紀
(東北大)

13:25 85

過渡運転解析用高速ディーゼ
ル燃焼シミュレーターのため
の冷却損失モデルに関する研
究

松川 大介
(北海道大)

92
レーザー誘起燐光法を用い
た直噴ガソリンエンジンピス
トン表面温度計測

小山 将
(明治大)

100
壁面衝突プロパン・空気予
混合火炎特性への燃料希
釈の影響の数値的解明

石川 拓弥
(豊橋技術
科学大)

13:50 86
クランキング時の燃料噴射条
件がディーゼル機関の低温始
動性に及ぼす影響

片山 悟
(北見工大)

93

エンジンシリンダ内乱流予
混合火炎の観察　―実機関
における時系列ラジカル自
発光解析を用いた燃焼診
断―

橋本 将太
(岡山大)

101
HCCI燃焼に対する超過膨
張サイクルの影響要因の
検討

吉澤 廣昭
(群馬大)

14:15 87
A Study on Reduction of
Pollutant Emission from Diesel
Engine during Cold Starting

MCMAHON
KYLE

(東京工大)
94

近赤外レーザー吸収分光
法によるガソリン自動車排
気に含まれるアンモニアの
リアルタイム計測

高野 雅俊
(茨城大)

102
ストリーマ放電印加が
HCCI時の自発点火遅れ
時間に与える影響

反町 侑貴
(日本大)

14:40 休憩

14:55

先端技術フォーラム
司会：小熊光晴
「エンジンシステムのさらなる
高効率化・低公害化を支える
最新の計測・解析技術」

17:25 閉会式

第３日・１１／２８　(金)

A室 B室 C室
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